
【クラブ競技コースハンディキャップ換算方法システム変更について】 

 

2022 年４月１日より財団法人日本ゴルフ協会（ＪＧＡ）が推奨しているハンディキャップ計算システム「ワール

ドハンディキャップシステム（ＷＨＳ）」が日本国内で運用開始されました。 

ワールドハンディキャップシステム（ＷＨＳ）が現状、正式なコースハンディの算出方法となっています。 

WHS のコースハンディキャップの算出方法を本千葉カントリークラブの基幹システムに導入することができる

ようになりました。 

        

◆WHS のコースハンディキャップの計算式を取り入れた理由は以下の通りになります。 

 従来のＵＳＧＡシステムの場合、コースレーティングに対してのＮＥＴスコアーだったため 

 例として「コースレーティング 65」の場合「ＮＥＴ58」でも「-7」ということになります。 

 ただ、ほとんどのプレーヤーは「Par72」に対しての「NET58・-14」と認識しておりました。 

 本千葉ＣＣで中コーススタートの場合、ＢＩＧスコアーが出やすかったのも、この要因が一部あります。 

        



《 ハンデキャップインデックス比較例 》 

・従来の USGAシステム 

 

例） ハンデキャップインデックス 15.9 

西/東コース 男性  

   レギュラーティ使用 

  

HDCP インデックス 15.9 × （スロープレーティング 120 ÷ 113） 

 ＝ 17 

 

 

・WHSシステム 

 

例） ハンデキャップインデックス 15.9 

西/東コース 男性  

   レギュラーティ使用 

HDCP インデックス 15.9 × （スロープレーティング 120 ÷ 113） 

+ （ コースレーティング 69.7 － 72 ） 

     ＝ 15 

 

WHS システムでの計算方法、コースハンデはこちらでご確認いただけます。 

https://www.jga.or.jp/jga/html/handicap/about_j-sys.html 

 

◆変更日 

 令和 7年 5月 18日（日） 『月例杯』 より変更 

https://www.jga.or.jp/jga/html/handicap/about_j-sys.html

